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裏
金
事
件
の
解
明
問
題
。

「
旧
安
倍
派
の
会
計
責
任

者
の
参
考
人
招
致
を
巡
っ

て
衆
院
予
算
委
員
会
が
空

転
し
た
」「
こ
う
い
う
質
問

は
ダ
メ
と
か
、
い
つ
や
る

と
か
、
会
場
も
明
か
さ
な

い
と
か
、
議
事
録
も
作
ら

な
い
な
ん
て
お
か
し
い
」

「
裏
金
を
暴
露
し
た
共
産

援
し
食
料
自
給
率
を
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

　

が
ん
罹
患
な
ど
で
高
い

医
療
費
が
か
か
っ
た
と
き
、

患
者
負
担
に
上
限
を
設
け

る
高
額
療
養
費
制
度
は
患

者
の
“
命
綱
”
で
す
。
そ

の
上
限
額
を
大
幅
に
引
き

上
げ
よ
う
と
す
る
石
破
政

高
額
療
養
費  

患
者
負
担
増

軍
事
が
“
命
綱
”
つ
ぶ
す

　

暮
ら
し
を
壊
す
大
軍
拡
の
中
止
を

権
。
全
国
が
ん
患
者
団
体

連
合
会
な
ど
が
取
り
組
ん

だ
反
対
署
名
は
13
・
５
万

人
を
超
え
ま
し
た
。

　

追
い
込
ま
れ
た
石
破
茂

首
相
は
長
期
治
療
に
限
っ

て
負
担
増
の
「
凍
結
」
を

表
明
し
た
も
の
の
、「
見
直

し
自
体
は
実
施
す
る
」（
17

日
）
方
針
で
す
。

　

見
直
し
に
よ
っ
て
患
者

負
担
上
限
額
は
、
月
約

８
万
円
か
ら
２
０
２
７
年

に
は
約
13
・
９
万
円
と
１
・

７
倍
に
（
年
収
約
６
５
０

万
～
７
７
０
万
円
の
場

合
）。現
役
世
代
も
高
齢
者

も
、
す
べ
て
の
所
得
層
で

負
担
増
と
な
り
ま
す
。

突
出
す
る
大
軍
拡
や
め
て
、

医
療
・
教
育
に

　

来
年
度
予
算
案
は
８
・

７
兆
円（
前
年
比
９
・
５
％

増
）の
軍
事
費
を
計
上
。そ

の
異
常
な
突
出
が
社
会
保

障
や
教
育
を
圧
迫
し
て
い

ま
す（
図
）。
財
源
は
あ
り

ま
す
。
軍
事
費
を
削
っ
て

暮
ら
し
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪

パレスチナに平和を！緊急行動

党
を
抜
き
に
す
る
の
は
非

常
識
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

都
議
会
自
民
党
の
裏
金

問
題
。「
都
議
会
の
政
治
倫

理
審
査
委
員
会
設
置
案
が

自
民
、
都
民
フ
ァ
、
公
明

の
反
対
で
否
決
さ
れ
た
」

「
自
民
ら
は
裏
金
問
題
に

触
れ
な
い
委
員
会
設
置
案

を
可
決
し
た
」「
裏
金
問
題

を
棚
上
げ
す
る
も
の
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
メ
の
高
騰
問
題
。「
備

蓄
米
の
放
出
が
決
ま
っ
た

が
、
米
価
は
下
が
っ
て
な

い
」「
老
舗
の
米
店
が
米
不

足
で
自
己
破
産
し
た
」「
も

と
も
と
米
の
生
産
量
が
足

ら
な
い
か
ら
で
、
政
府
の

農
業
政
策
が
原
因
だ
と
思

う
」「
価
格
保
障
・
所
得
補

償
な
ど
で
農
家
を
直
接
支

パレスチナ連帯デモ（16 日、新宿）

は
撤
回
す
べ
き
で
す
。

の
運
転
手
不
足
。「
幼
稚
園

な
ど
の
送
迎
バ
ス
が
廃
止

さ
れ
る
と
こ
ろ
も
出
て
い

る
」「
も
う
す
ぐ
卒
業
や
入

学
、転
勤
の
時
期
だ
が
、運

送
会
社
は
混
雑
時
期
を
外

し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
Ｗ
杯

札
幌
大
会
で
小
林
陵
侑
選

手
が
２
連
勝
。「
52
歳
の
葛

西
紀
明
選
手
も
笑
顔
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

再
び
強
烈
な
寒
波
。

「
酸
ヶ
湯
温
泉
で
は
５

メ
ー
ト
ル
の
積
雪
」「
日
本

「しんぶん赤旗」2025 年 2 月 15 日付けより
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職
場
か
ら
の
続
き
】

海
側
だ
け
で
な
く
、
各
地

に
雪
が
積
も
っ
た
」「
屋
根

の
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で

危
険
だ
」「
若
い
人
が
い
な

い
地
方
で
は
大
変
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

関
東
も
再
び
寒
波
。「
連

「しんぶん赤旗」日曜版 16日から

山田洋次少年（映画監督）
新しい憲法に「青空がパー
ンと見えた」

　

満
州
で
育
っ
た
山
田
洋

次
少
年
。日
本
政
府
が「
居

留
民
は
で
き
る
限
り
現
地

に
定
着
」
と
棄
民
政
策
を

と
る
な
か
、
よ
う
や
く
引

き
上
げ
。
中
３
の
と
き
新

憲
法
に
接
し
て
衝
撃
を
受

け
る
。
男
の
子
は
軍
人
に

な
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ

た
。「
そ
の
国
が
軍
隊
を
も

た
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

パ
カ
ー
ッ
と
天
井
が
破
け

て
青
い
空
が
パ
ー
ン
と
見

え
た
よ
う
な
気
が
し
た
」

と
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
14
日
、

百
歳
以
上
の
１
０
０
人
に

「
い
ま
ま
で
一
番
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
は
」
と
の
質

問
に
、「
戦
争
が
終
わ
っ
た

こ
と
」
の
答
え
が
最
も
多

か
っ
た
。
戦
争
体
験
者
た

ち
の
思
い
は
熱
い
。「
再
び

戦
争
を
す
る
国
」
に
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。（
A
）

　

政
府
が
７
日
、
能
動
的

サ
イ
バ
ー
防
御
法
案
を
閣

議
決
定
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
兆
候
を
探
る
た
め
と
し

て
サ
イ
バ
ー
空
間
を
常
時

監
視
。
警
察
や
自
衛
隊
が

能
動
的
サ
イ
バ
ー
法
案  

閣
議
決
定

　

サ
イ
バ
ー
空
間
を
常
時
監
視

　

司
法
判
断
も
な
く
制
限
な
し

攻
撃
元
サ
ー
バ
な
ど
へ
の

無
害
化
を
担
う
と
い
う
も

の
。

　

共
産
党
の
山
添
拓
政
策

委
員
長
は
、
法
案
は
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
の
目
標

の
具
体
化
で
あ
り
大
軍
拡

の
計
画
の
一
つ
」
と
指
摘
、

「
守
る
べ
き
対
象
に
は
在

日
米
軍
も
含
ま
れ
、
平
時

か
ら
有
事
ま
で
シ
ー
ム
レ

ス
に
対
応
す
る
も
の
」
と

述
べ
、
撤
回
を
求
め
ま
し

た
。

　

山
添
氏
は
「
乱
用
や
目

増え続ける
　情報漏えい事故
情報保護の課題浮き彫り

面
従
腹
背

　

元
兵
庫
県
議
が
死
に
追

い
や
ら
れ
た
問
題
。

　

Ｎ
党
立
花
党
首
へ
の

裏
・
ニ
セ
情
報
提
供
に
関

与
し
た
の
は
維
新
の
３
県

議
。
会
見
で
「
思
い
は
分

か
る
が
」
と
３
県
議
を
か

ば
っ
た
の
は
吉
村
維
新
代

表
。
非
公
開
の
百
条
委
員

会
で
維
新
は「（
斎
藤
県
知

事
の
）
パ
ワ
ハ
ラ
の
認
定

は
困
難
と
い
う
意
見
も
あ

る
」
と
発
言
。
斎
藤
県
知

事
の
パ
ワ
ハ
ラ
認
定
に
表

向
き
賛
同
し
な
が
ら
陰
で

は「
面
従
腹
背
」。
カ
ラ
ク

リ
が
し
っ
か
り
見
え
て
き

ま
し
た
。　
（
Ｅ
）

原
発
活
用
方
針
へ
の
転

換
は
間
違
い
だ

　

18
日
、
原
発
活
用
の
閣

議
決
定
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

的
外
利
用
が
排
除
さ
れ
る

保
証
は
な
い
」「
司
法
判
断

さ
え
な
く
（
情
報
が
）
監

視
下
に
置
か
れ
る
」
と
危

惧
を
指
摘
。
ま
た
先
制
的

な
攻
撃
に
「
誤
認
や
行
き

過
ぎ
も
生
じ
う
る
」
と
述

べ
、「
相
手
国
の
反
撃
や
報

復
で
サ
イ
バ
ー
上
に
と
ど

ま
ら
ず
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
か
ね
な
い
」
と
警
告

し
ま
し
た
。

日
寒
い
日
が
続
い
て
い

る
」「
温
か
い
鍋
や
お
で
ん

が
ほ
し
い
け
ど
白
菜
や
に

ん
じ
ん
、
大
根
は
高
い
」

「
キ
ャ
ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
タ
マ
ネ
ギ
も
軒
並
み

高
く
な
っ
て
い
る
」

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ

の
調
査
で
、
２
０
２
４

年
に
上
場
企
業
と
そ
の

子
会
社
が
公
表
し
た
個

人
情
報
の
漏
え
い
・
紛

失
事
故
は
、
１
８
９
件

で
、
調
査
を
開
始
し
た

12
年
以
降
、
21
年
か
ら

４
年
連
続
で
最
多
を
更

新
し
ま
し
た
。
12
年
か

ら
の
累
計
１
億
２
４
９

万
人
と
日
本
の
人
口
の

１
・
５
倍
に
達
し
ま
す
。

  

同
調
査
で
「
顧
客
情

本
計
画
で
こ
れ
ま
で
の
原

発
の
『
依
存
度
低
減
』
を

削
除
し
て『
最
大
限
活
用
』

の
閣
議
決
定
を
し
た
。
電

力
会
社
や
関
連
企
業
の
要

求
に
応
じ
た
決
定
だ
。

　

地
震
大
国
・
日
本
で
放

射
能
汚
染
や
核
廃
棄
物
な

ど
の
問
題
山
積
み
な
の
に

こ
れ
を
無
視
。
若
者
や
市

民
団
体
が
各
地
で
抗
議
行

動
を
し
て
い
る
。
パ
ブ
コ

メ
は
４
万
件
を
超
え
て
い

る
、
こ
の
声
を
聞
く
べ
き

だ
。　
　
　
　
（
S
）

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
や
ハ

ク
モ
ク
レ
ン
は
つ
ぼ
み
が

か
な
り
膨
ら
ん
で
き
た
」

報
の
共
有
な
ど
、
業
界
慣

習
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
健
全

管
理
）
意
識
の
低
さ
に
起

因
す
る
個
人
情
報
の
不
適

切
な
取
り
扱
い
事
例
も
発

覚
し
、
リ
テ
ラ
シ
ー
（
知

識
・
技
術
）
強
化
の
課
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。


